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	１　開　会
２　あいさつ

本日はお忙しい中ありがとうございます。日頃、佐渡市の健康づくりの活動にご理解とご協力をいただきまして大変ありがとうございます。また、年度末に差し掛かかり、皆さん大変お忙しいところ、おいでいただきありがとうございました。

佐渡市では、健康づくり計画ということで、健幸さど２１計画を作成し、「健康寿命日本一」を目指して取り組んでいるところででございます。この懇談会では、毎年皆様方から、健康づくりについてのご意見をいただいているところです。

昨年度の懇談会では、健幸さど２１計画に示されておりますＳＩＺＥＳの普及ということで、ご意見を頂きました。それを基に、今年度はいくつかの意見を取り入れて取り組んでまいりました。

取組み内容といたしましては、１．キャッチコピーということで、「やらんかさ、もらわんかさ」のキャッチコピーで、健康スタンプの取組みを普及させていただきました。２．のぼり旗を活用しようということで、10月と1月を今年度から健康月間とし、赤いのぼり旗を立てさせていただいております。健康月間で、目立つように活用させていただきました。３．健診受診後の重症化予防の取組みということで、こちらについては市の保健師、栄養士で取組みをさせていただきました。4．「健康づくりは一人ではできないので、みんなで一緒に取り組もう」というご意見を頂きましたが、今年度もまだコロナ禍の影響で、ここはちょっと取組みが出来ませんでした。

これを踏まえまして、今年度の懇談会につきましては、４つ目の「みんなで一緒に取り組む」ということで、「つながりを活かしたＳＩＺＥＳの取組みを考える」をテーマにご意見をいただきたいと考え、本日は「地域のつながりと健康について」ということで、新潟大学の大学院保健学研究科の特任准教授の井上智代先生をお招きし、話題提供をいただくことにしました。

井上先生には、海を渡りわざわざおいでいただき大変ありがとうございます。

皆様には井上先生から話題提供をいただいた後、市民の皆さんが一緒にＳＩＺＥＳに取り組むためのアイデアを頂きたいと思います。頂いたアイデアは、新年度の事業に取り入れていきたいと考えております。

限られた時間ではありますが、一緒に健康寿命日本一を目指していくためにアイデア出しにご協力くださいますことをお願いしまして、ご挨拶とします。本日はよろしくお願いします。
３　佐渡市の健康課題とSIZE S（サイズエス）の取り組みについて
資料　「SIZE S（サイズエス）について」
４　昨年度の振り返りと今年度実践したことの報告
資料　「令和３年度健康づくり懇談会SIZE S大作戦～５ヶ年戦略～」
各取組について説明
〇日めくりカレンダーの作成について
健康推進協議会会長の小島でございます。
私たち健康推進員は、食事と運動とお口の健康と、本当を言えば禁煙も入っていますが、今回は食事と運動とお口の健康をテーマにして何かを作れないか、みんなに訴えられて、簡単に毎日目にできるものは何かないかなと話し合い、各家庭に配れ、毎日目にすることができる日めくりカレンダーを作ることにしました。

まずは、プロジェクトチームを立ち上げ、400名ほどの会員から言葉を集めました。さらに、新潟県の「健康立県にいがた」の内容を含め、保健所さんからもご協力をいただき、31枚のカレンダーができました。

予算の関係で大きなカレンダーになると思っていたら、出来上がった物がちょっと小ぶりなカレンダーになりました。また、各家庭に配るまでの予算がつかなかったので、まずは健康推進員が、地域の健康学習会などに出席いただいた方に手渡しをしたい。そして、やっぱり健康というのは子どもの時から大事なので、保育園を卒園する子どもに手渡ししたい。それから、高齢者施設で一人ずつに渡せたら、「めくる」ということが指の運動になり、みんなの健康につながるのではないか、そういういろんなアイデアが出ました。と言っても、たくさんのものを刷るためには、予算を少し獲得したいなと思っています。

みんなが運動というと、例えばバレーボールとかサッカーと思うのですが、日めくりカレンダーでは、かかと上げなど家の中でもできる簡単な動きを紹介しています。高齢者でもつかまってできるというようなものを中心に考えてあります。

また、食事のほうも、みんなで食べよう、楽しく食べよう、朝食は大事だという内容になっています。

それから、歯の健診は1年に1回は、必ず歯医者さんに行って診てもらう。悪くなってから行くのは誰でも行きますが、1年に1回診てもらっていると、それが早めの治療につながり、それが健康につながります。

健康推進協議会としては、来年度からは、日めくりカレンダーを活用して活動したいと思っています。ありがとうございます。
〇健康月間の取り組みについて
皆さん、お疲れ様でございます。今年度佐渡市は10月と1月を健康推進月間ということで、フェスティバルと、健康キャンペーンを開催させていただきました。

健康フェスティバルについては、10月23日トキのむら元気館で開催させていただきました。包括連携協定を結んでいただいている、明治安田生命様、第一生命様、歯科医師会様、健康推進協議会様、地域振興局様、様々な団体の皆様からご協力いただきまして、講演会、セミナーの開催、ブースの設置等やらせていただき、約400名の方々からご来場いただきました。各ブースでは、健康チェックなどがあり、お楽しみいただけたかと思います。

続きまして、同じく10月に健康キャンペーンということで、各戸配布させていただいたのでご覧になった方もおられると思いますが、主に体育館や温泉などの施設の利用、介護予防教室などに参加し、スタンプがたまった方に、抽選で120名の方に佐渡産商品を包括連携協定の事業者様からご提供いただいたプレゼントを提供するということで、408通ご応募をいただきました。

今現在、皆様の机の所にも配布させていただきましたが、「お正月からやらんかさ！」ということで、これは先ほどから話題に出ておりますＳＩＺＥＳを周知・宣伝ということで、ご自身の1月の取組み状況を、各世代、育ち盛り世代から活躍盛り世代がそれぞれアンケートを答えていただいて、抽選で100名の方に同じくまた佐渡産商品、包括連携協定事業者様からのプレゼントを提供します。応募の方が今月24日までございますので、ご自身、もしくはご家族知り合いの方にご周知いただければと思います。また、佐渡市のＨＰからもアンケートを応募できますので、よろしくお願いします。

時間がおしておりますので、私の方からは以上でご報告を終わらせていただきます。ありがとうございました。
続きまして、話題提供としまして、「地域のつながりと健康、みんなを元気にするつながり」と題しまして、新潟大学大学院保健学科井上先生よりご講話をいただきます。

井上先生は新潟大学の学生実習でご縁があり、その学生実習の中で、地域のつながりと健康との関係性があることを教えていただきました。
ぜひ皆様にも聞いていただきたいと今回話題提供お願いしたところ、快く承諾していただきありがとうございました。

また、井上先生と一緒に山下教授もこの機会に参加していただけるということでありがとうございます。

では、井上先生、よろしくお願いします。
新潟大学の井上と申します。よろしくお願いします。
話題提供：地域のつながりと健康みんなを元気にする「つながり」
講師　新潟大学大学院保健学研究科准教授　井上智代　様
資料　＜話題提供＞
地域のつながりと健康　みんなを元気にする「つながり」
ありがとうございました。

この後、皆様と話し合いを進めていきたい所ですが、大﨑先生が、会議の為ここで退席されてしまいます。退席前に大﨑先生からぜひご意見を頂ければと思います。よろしくお願いします。
大﨑です。これから会議があるため退席いたします。

今日のこの話、大切な話だなということを感じました。継続は財産ですので少しでも結果が出るように、このまま続けていって欲しいと思います。

佐渡の医療を考えますと、佐和田病院が無くなり、相川病院が有床診療所になり、真野みずほ病院が佐渡総合病院に移転し、病床が100以上減ったということは皆さんご存じかと思いますが、そのために今、佐渡で医療資源が非常に少ない状況となっています。

現在、地域医療構想法案の会議が続いておりますが、佐渡では自動的に、縮小された形でその辺の枠割り分担は決まってしまいましたが、この負の状況をどうするかということで、考えているのは、医療・介護・福祉が一緒になって利用者の方に提供しようということで、進められています。

この考え方は厚生省でも非常に注目しているようで、先日佐藤院長が全国の会議で発表し、意見交換をしたところです。

今考えていることは、守りの医療・介護ではなくて、攻めの医療・介護というようなことを、佐藤院長もそれから提供体制協議会も思っています。

それは何かというと、入院を少なくする、介護の局面でも仕事上減らしていく、どんどん在宅へ戻していくというようなことも考えています。そのためには、佐渡総合病院も入院が1年を超える方が1割くらいいます。退院がなかなかできない、両津病院もある程度転院ができない。県のほうで熊本と新潟の状況を比較したところ、ベッド数と退院のありかた、病院間との連携が少ないという数値が出ていました。佐渡もしかりです。

佐藤院長が言われるのは、まず、早いうちに入院させて、定期管理させる形にしよう。弱った方や、高齢者が入院して病気を治して退院しても行先がない。そういったことでは、なかなか行き詰ってしまいます。目指す形にするには全てのところで、先に見つけていかなければならない、そのためには健康であるということは非常に大事で、今日の会議のテーマがスタートになり、基礎になるのではないかと思います。そういうふうにしていかないと、これから私どもの医療資源のキャパシティからすると、外来を減らさないといけないし、病院自体を減らさないといけなくなってしまいます。いずれにしても、軽い状態であれば、手がかからない、少ない状態になるので、定期管理がしやすくなります。

そうするとスタートとして、今日の会議で結果を出すことが必要じゃないのかな、と非常に強く感じました。

一つだけ調べてほしいのが、ワースト１位と言われてきたのですが、この5年間でワーストの中でも数値がちょっとでも改善していれば、それはワーストといっても中身が違います。ということを住民に訴える、少しでも自分たちや、佐渡を守るために動いてほしいということを訴えてほしい。

それからもう一つ、健康で過ごし最後まで自分の思い通りに出来た高齢者の方では、急性でこれはちょっと入院しないと危ないな、という病気があっても、自宅で最期まで看取りで療養したいという方も出てきています。在宅での看取りも、今日の話とは別になりますが、増やしていかなければならないので、そうするとその過程でその方が満足する健康状態である期間を過ごしたということは非常に重要な取組みであるような気がします。

最近よくそういう方で、ご家族が理解して本来なら入院してもいいのに、いや、最期は自分でよく考えて、在宅で看ます、という方がでてきますので、そういうふうにオール佐渡ですべての所で現実をみて頑張っていくしかないのかなという気がします。

それから今日この会合は、本当の基礎の部分のところで、スタートとしてやらなければならないことだなと気付きました。ありがとうございました。

ソーシャルキャピタルというのは、昔佐渡は確かに強かったと思いますが、今は希薄になっている気がします。今日のこの話を聞いてこちらのほうも少し広げていってもらえれば、そして、アップするようにしていってもらえればと思います。

以上です。どうもありがとうございました。

貴重なご意見ありがとうございました。

ここからは、健康医療対策課田村係長にお願いしたいと思います。
皆さん、お話をここまでずっと聞いていてくださってありがとうございました。

これからは皆さんのところで、それぞれ育ち盛り世代、働き盛り世代、活躍盛り世代のグループ分けをさせてもらってあります。地域が元気になるってどういうことだろう。井上先生の話を聞きながら考えていました。しばらくコロナで思うような活動がなかなかできない状況が続きました。

私は、しまびと元気応援団の担当をさせてもらっているのですが、食のグループなどは活動ができなくて、みんなどうしているんだろう、元気にしているかなと思い合い、それでもできることをしていこうと、やってきていたのですが、元気がどんどんなくなっていくのを感じながら、どうしたらいいだろうと思っていました。今年度は3年ぶりに、まずは小さい単位でもいいからみんなで集まって何かしようということで、小さなしまびと元気まつりというものを、温泉単位で開催しました。しまびとの皆さんは、疲れたけれどもやって良かった、みんなで一緒にやれるといいね、楽しいね、達成感があった、と言ってくれ嬉しかったです。

併せて年末の大雪でも、私は、健康状態の把握で、ある地区に行かせてもらったのですが、地区のみなさんの助け合いといいますか、気にかけあって、困った時に手を差し伸べる、できることはちゃんと自分でできるように、手を出しすぎない、そういうつながりを感じ、改めてつながりって大事だなと思ったところでした。

ここからは、グループに進行役がおりますので、自己紹介をしていただき、その時にＳＩＺＥＳの取組み、私もこんなことをやっているよ、というのも教えてもらいながら、話し合いを進めていって欲しいと思います。

話し合いのテーマですが、「つながりを感じられる健幸づくり」と題しまして、仲間と一緒に、みんなで一緒にそこにいると知らないうちに元気になれるようなそんな環境。嫌々と言いながらも、誘われていったら楽しかった、声をかけてくれてありがとう、みたいな、イメージです。ひとまず気にかけてもらえているというのはうれしい気持ちになったり、励みになったりします。

つながりを感じられる健康づくり、どんなことができるかなというのを、それぞれやられている取組みの中につながりをプラスして考えてもらったり、話してみたりしてください。

みんなで話しているうちに、こんなのいいな、というのも出てくると思いますので、安心して話してみてください。

では、グループの皆さん、進行役の皆さん、よろしくお願いします。後ほど発表の機会を取りたいと思います。では、お願いします。
≪グループワーク≫
≪発表≫
私たちは育ち盛り世代です。つながりが感じられる健康づくりということで、私たちのグループは、相川地区でつながりがあったグループでした。

稲鯨保育園の園長先生から、「くいなバンド」という地元のおじいちゃんおばあちゃん達が立ち上げているバンドがあり、地元の人から紹介、招待してほしいと言われ、クリスマス会にお呼びし、地元のおじいちゃんおばあちゃん達と笑って踊って楽しむということをされたそうです。

コロナ禍の時はできなかったけど、今年はできた、ということでした。すごく地元の人たちとのつながりのある七浦小学校も、ステージで民謡を披露したりして、地元の人たちと子ども達が、楽しい民謡をやるということで、文化表彰されたそうです。そんな話を聞くと、稲鯨ってまさにソーシャルキャピタルが強い地域じゃないかということがわかりました。

ただ、さっき大崎先生からあった「ワースト1」がこんなに多いとは知らなかった。でもこういう健康の事ってずっと伝えてきたことだったんだけど、結果ってやはり出ていない。これは危機感を感じさせないといけないのではないか。

佐渡のスポーツイベントに子ども達を誘っても「無理」と言う子がいるそうです。メンバーにスポーツインストラクターの方がいらっしゃって「無理」という子に限って肥満である場合が多いそうです。まずは行ってみたいと思わせる地域のスポーツイベント、子どももおじいちゃんおばあちゃんも、例えば行ってみるとポイントがもらえる、クーポンもらえる、お食事券もらえるとか、このイベントに来てという導線を作るといいのではないか。でも、エンジョイマラソンは、1,000円や2,000円払っても特典が無いです。そうじゃなくて、食べ歩きのウォークラリーとか、スタンプラリーとか、ちょっとハードルを下げた内容だと、子ども達も行ってみたいと思ってくれたりするかな。子どもが参加すると、祖父母世代も、親世代も行ってみよう、となるかな。「健康」「運動」「楽しみ」この３つが大事というキーワードをいただきました。

健康が大事なのはわかっているけど、参加するということにつなげていかないと意味がないよね、という話が出ました。

あと、おじいちゃんおばあちゃんに訴えかけるということで、いつまでも車の運転はしたいですよね、ということで、働きかけを考えてみました。車の無い生活を想像してみてください。買い物とか病院とか行けなくなりますよね。じゃあ、足腰丈夫じゃないと。じゃあ、運動しないと。運転の免許を返納しないといけないんじゃない、と心配している子ども世代が、親に、運動教室を勧める。「お父さん、運動教室行こうよ、いつまでも運転したいでしょ」というような、そういう受け皿の運動教室を、スポーツインストラクターの方はやりたいという思いがあるそうです。佐渡市と一緒にやりたいということでした。予算が欲しいそうです。

それと、私は栄養士ですが、地元の人と子ども達が、食を通じてつながる機会がすごくいいんじゃないかなと思っています。なんでこんなふうに思っているかというと、相川支所にいた時に、相川分校で「あったか食堂」というのを立ち上げました。その時の思いというのが、温かい食べ物を食べて欲しい、というのだけではなくて、地域の人たちが子ども達のために、温かいものを提供する、そして地元の人たちの愛を受ける、そして子ども達が地域へ恩返ししたいという気持ちにつなげてもらいたいから、始めようということでやりました。

例えば、地元の人と一緒に朝ご飯を作る。ごはんを一緒に炊いたり、おにぎりの中身の具を何にしようかなと作って食べたりする。楽しかったな、美味しかったな、嬉しかったなという気持ちが心に残る。そして地域の人たちに恩返しをしたいという気持ちにつながって子ども達が気持ちを形に変えて行動する。そして人の役に立ったなという気持ちになる。地域に貢献するということにつながるんじゃないか、という思いが久々に沸き起こったので、発表してみました。以上です。ありがとうございました。

育ち盛り世代で話をしました。

それぞれ今までご自身がやっている活動を聞かせてもらったら、いい活動があったのでご紹介させてください。

「はぐりんず」というグループでは、地域の学校と一緒になってこども食堂を展開しています、という話を聞かせてくれました。

「私、きっとこのために呼んでもらえたんだ」と言ってくれました。「大人とのつながり、子ども同士や、子ども世帯だけではなくて、地域の大人ともつながりたい、という、まさに先生の言ってくださったソーシャルキャピタルが大事だなと思って始めたんです」と言ってくださり、熱い思いを感じたところです。

地域のつながりを意識しながらやっているうちに、スタッフ同士も集まっていろんな声を掛け合ったり、楽しくなったりしてきて、元気が出てきた。そうすると自然に参加する親子にも気持ちが伝わり、親子だけじゃなく、そこに来てくださる大人の方にもつながって、伝わってだんだんいろんな活動に広がっていきそうというような話もしてくださいました。

もう一つは、保育園の栄養士さんからお話を聞かせてもらいました。

今年の親子食育教室で、農家さんとコラボして、子ども達に、親子と一緒に、お米に触れてもらったり、実際にお米を剥いてもらったり、そんなことをして、お米って何色かな、なんて言って体験してもらいました。

これまでコロナ禍でなかなかしにくかったが、今年は、農家の方に講師で来てもらい、精米して、洗米して、炊飯して、おにぎりを作って、みんなで食べました。農家の方も子どもと触れ合うことですごく元気になり、お母さんたちもお米や食に関心を持ってくれました。また、食が細くなっている子どもが増えていますが、体験後は、すごくもりもりと食べてくれ、いい影響をし合えました、というお話もありました。

そんな話を聞いていて、歯科医師の本間先生にはお口の大事さとか、良く噛むことの話を聞き、お口も歯も大事ですね、と盛り上がっていたところです。

働き盛り世代ということで、労基署さんとか、佐渡汽船運輸トラック協会の皆さんとお話をしました。

佐渡汽船運輸さんはラジオ体操をしている他、携帯で歩数を数えて報告をしあうとか、地域の消防団に加入してつながりを作っていこうとか、この後できたらいいなと考えているのが、年に5日くらいは地域のためになにか働くときは特別休暇の制度が作れないかなということも考えたいな、という話もしました。

あと、実際にやっているところで、14団体400名のトラック協会さんのメンバーさんがいるそうなんですけど、ゴミ拾いをして、それがウォーキングにつながって、それがつながりとか、運動となってやっているよ、という話を聞かせてもらいました。

皆さん、カーフェリーに2時間半乗っている時は、どうやって過ごしますか。「寝る」、素直なご意見ありがとうございます。せっかくなので2時間半、健康の情報とか、体操する時間とか、そんな時間を作れないかな、というような、将来的にこんなのだったらいいなという話をしてみました。

皆さん、そこで寝るだけでなく、また、一人で出掛けるのではなくて、地域の人たちと出掛けるようであれば、そこで少しコミュニケーションをとっていただいて、つながりの時間を持っていただくのもいいんじゃないかな、という提案です。

私たち市役所職員は、人間関係が希薄だな、仕事が忙しく8時半に出勤して、17時15分に帰るまで4時間以上べったり座っているなという話がありました。それでも県がやっているグッピーヘルスにチームごとに登録をして歩数をためて、参加したという方もいましたが、企業からのご褒美があると続けられるかなという話をしました。

先ほど、どこかのチームで意見があったように、チームを組んでリレーしながら42.195Km走るというような形で、一人で頑張るというのはなかなか難しいのですが、大﨑先生が「継続することって大事だよね」と話をしてくださり、やっぱり仲間が必要だねと話し合いました。それから自分の親世代を思い出した時に、山登りをしたいという目的があって、その為に足腰を鍛えるとか、体操をするという事がありました。労基署さんはYouTubeで、腰痛転倒予防体操というのをやっているようなので、皆さんYouTubeを見て、仕事の合間にやってみてください。私の父親は農業をするために、毎日体を動かしています。草を刈って、畔を塗って、田植えをして、稲を刈って、生活に迫られれば体を動かすかな。また、毎日体を動かすのが当たり前、それが無いとちょっと違うな、というぐらい当たり前になると、継続できるのかな、という話をしました。以上です。

働き盛り世代です。

最初は、コロナ禍で人が集まることが無くなりましたよね、地域でのつながりが、少なくなってきましたよね、というところから話が始まりました。

働き盛りの中には、特に若者なんですが、長時間労働をしていて、低所得の人が今増えています。実は長時間働いているので、なかなか健康のことに気が回らない、カップラーメンやコンビニの弁当で済ませてしまう人が増えているという話がありました。

ですが、実は若い人たちの中でも焚火を仲間でするということが流行っています、というお話がありました。そこから、地域で焚火をしたり、調理をしながら鍋をつついたりすると、きっと仲間が集まります。また、今回の大雪で倒れた木や竹を活用できたらいいなという話でまとまりました。以上です。

活躍盛り世代になります。私がすごいな、と思うことをいろいろ教えてもらいました。

要は、集まらないと人は話せないので、集まる場が大事。人が集まるといろんなお話をして、情報交換するということが大事。

例えば集まると、健康の話題が、必ず出てきます。例えば血圧がどうだとか、先生にこう言われただとか、そういうのを仲間と話をして、やっぱりやらんなんだな、というように思えるようになるので、集まるのが大事、そのための場が大事。

その集まる場では簡単にできる何かがあるといい、それも楽しいものがあるといい。行って良かったな、楽しかったなと思って帰ると、また次の時は誘い合ってまた行こうよ、というつながりができる。楽しくて簡単というのがすごく大事ということが結論的には出ました。

何でそういうことが出てきたというと、ここのグループは相川と新穂のつながりがあるチームだったんですが、商工会女性部協議会の会長さんから、商工会女性部協議会は、今佐渡で単会が１０単会あり、佐渡の全体があって、県の方の団体もあって、ブロックのほうの団体もあって、今時の時代で、そんなにあるの？という感じで聞いて驚いたんです。集まりがあるということ自体から、つながりも生まれるし、健康づくりにもつながりますよね、というお話をさせてもらった中で、ブロックとか県の大会に行くのに船に乗って旅行がてら行くような感じになります。女性なので、身だしなみとか、お化粧とか、お洋服とか、持ち物とか、おしゃれをしたい。それもすごく生活のハリになって、健康づくりにも役立ちますよね、みたいな話を共有させてもらいました。

もう一つはスポーツ協会の会長さんから、健康寿命日本一を目指せと市長から言われているので、いろいろな事業を頑張ってやっています。本当はもっとたくさんの事業をやりたいけど、やれるスタッフも少ないのでできない。という話も出ました。自分としては気軽に出てもらえるようなイベントや、集まりを作りたい。出てもらって、来てよかった、楽しかったと思えることで、誘い合ってまた出て来てもらいたいと思っている、というお話から、最初言ったような結論になりました。

もう一つ出たアイデアとして、今日の会議もそうですが、健康医療対策課や、高齢福祉課など、いろんな課が健康づくりに関わっています。例えば、課がそれぞれ連携して、1回のイベントや集まりに参加した中で、例えば運動するだけではなくて、栄養の話もちょっと聞ける、というようなプラスアルファの何かがある。1回行って２つお得みたいな、そういう集まりができるともっといいから、そういう連携もしてもらえるといいんじゃないかな、というアイデアを頂きました。以上です。

活躍盛り世代です。栄養士会が協力してくれていたり、老人クラブ、社協の介護予防教室とか、いろいろやっているけど、参加している人たちはOKなんだけど、なかなか若い人たちが来ない。若妻会もなくなったし、婦人会も年寄りばかりだし、というようなお話がありました。あとはコロナ禍になって、冠婚葬祭もなくなったり、新年会もなくなったりして、集まりの場がだんだん無くなってきたな、という声の半面、大雪の時や停電の時に保健師が回ってみて、日頃の付き合いによって、地域差があったと感じました。もともと地域のつながりがあるところは、ある人が集落中の雪を全部かいてくれた、とか、自主避難所でクリスマス会をやって楽しんでいる地域があったとか、そういう話もありました。

日頃の付き合いが大事だなという中で、それを地域の皆で話してみるということも大事かな、というのもあります。

どこかのグループの発表にもありましたが、やはり「場」があるというのが大事です。でもなかなか若い人たちが出てこない。若い人たちが集まるのはスポーツかな、子どもと一緒なら出ていく場があったけど、子どもが大きくなったらなかなか行く場が無いな、友達もつながりが無くなってきたよな、というような実感もあります。

では、どうしたらよいのか、というアイデアとしたら、老人クラブの会長さんがおっしゃっていましたが、保健師・栄養士のような固い話はダメなんだ、とにかく楽しい話。楽しい話というのは、お金がいる。例えばというところで時間が終わってしまったのですが、その辺を一緒に考えられたらいいかなと思います。

あと、高齢者はお風呂と飲み食いがあるというのが大事です。飲み食いがあると誘いやすいし、一緒に食べると元気になれるので、そういうところを工夫してそういう場ができるといいと思います。

もう一つ、誰かが声をかけるのを待っているのではなくて、声かけ役の「ボス」がいる、というのがありました。「ボス」ってどういう人と聞いたら、あなた（渡辺福祉保健係長）みたいな人と言われたので、私みたいな人というのはどういうことかというと、「言いたいことを言ったら、大きな声でやらんかさ」と言うのが大事なのかなと思います。皆さんもボスになってください。

ありがとうございました。保健師・栄養士もおもしろい話ができるように頑張りたいと思います。
では、井上先生、皆さんからたくさん意見をいただきました。ご助言をお願いします。
お話を伺っていて思ったのが、集まる場というのが本当に大切で、そういう場でたわいのないこと、ちょっとしたこと、日頃の付き合いのことでもいいかもしれないですし、こんなことがあったでもいいですし、とにかく、集まって話してみるというのがすごくいいことだと思いました。
それと、行ってみたいと思わないと行かないですよね。そこに行って辛いとか、面倒な思いをするだとか、やっぱりそういうところへは人は集まらない。がちがちなルールがあるとか、すごい宿題を抱えさせられるとか預けられるとか、そういうところは行きたくないと思います。どういうところが、みんなが来てくれるかな、というあたりを話し合いで決めてくれるといいです。
先ほど声かけのところで「ボス」の話が出ていましたが、皆さん、ぜひボスになっていただきたい。「ボス」はすっごくお節介なんだけど、軽―いお節介、軽―い見守りとか。軽ーいお節介はとっても大切なんです。なので、すごくがちがちに、今日来なくてはダメ、ではなくて、何となく見守って、おや？と思ったら声を掛けられるような、そんな精鋭隊に皆さんなって頂きたいなと思います。
私も皆さんと一緒に勉強させていただきました。これからも応援し続けたいと思います。ありがとうございました。
ありがとうございました。今日皆さんの発表から、いっぱい熱量を感じて、わくわくしました。頂いたご意見をこの後整理してみたいと思います。
そして、先生の言われたこの「集まる場」はどういうところだったら行ってみたいか。それをゆるーい見守り、日頃からのつながり、こんなところをみんなで考えてみたいと思いました。大事にしたいことを今日もいっぱいでてきたので、みなさんにお返ししたいと思います。そして、佐渡市がやってみることを考えてみたいと思います。
ありがとうございました。
短い話し合いの時間でしたが、いっぱいのアイデアが出て、これをまた形にできたらと思います。ご意見ありがとうございました。
それでは最後に、健康医療対策課白根係長よりご挨拶いたします。
皆さん、本日は長時間に渡り、ご参加いただきありがとうございました。
つながりというテーマでございましたが、今日の懇談会もつながりの一つだと思います。これを契機に佐渡市の健康づくりにご協力いただきたいと思います。
本日はお忙しい中どうもありがとうございました。
以上を持ちまして、令和4年度佐渡市健康づくり推進懇談会を終了させていただきました。本日は大変ありがとうございました。



